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項 頭 頂 頭 頂
ジ

ョ

ン

・

ロ
ッ
ク
の
私
有
権
論

蝿
劉

私
有
　

要
領

}・
　

ロ
ソ

〃
の
私
有
榊
論

ド
關

囃
す

る
二
三
の
問
題

牢
O
曉
「屯
な

ろ
語

の
ロ
ソ
〃
の
用

ひ
方

私
有
擢

の
基
礎

ミ
し
て
の
弊
働

一
語

勢
働
成
果
私
有

の
制
限

舞
働

成
果
私
有

の
権
利

ご
自
然
法

ロ
ッ
ク
の
勢
働
説

こ
自
然
状
態
.

第

三
節

第

一
項

}本
號
織

一

(
二

、

完

岩)
薗

城

忠

一

『
℃
「oで
奪
曙

ε

い
ふ
文
字

の

ロ
ッ
ク
自

身

の
説

明
に
注
意

し
な

い
ε

つ

々
を
誤
解
す

る
事

に
な

を
。」
ざ

リ
ッ
チ
ー
が
私
こ

も

に
注

意
を
與

へ
て
居

る
。
然

ら
ば
そ

わ
は
何
故

か
`
云

ふ
に

`

設

苑

ウ
ヨ
ン
.
。
ッ
る

私
纂

論
三

・き

.

第

+
毒

(錆

二
號

三

三
)

ご

八
三

ロ
ッ

ク

の
私

有

椹

論

に

關

聯

す

る

二

三

の

問

題

中
o
℃
葺
鴇

な
る
語
の
ロ
ッ
ク
の
用
ひ
方

、
.ロ
ッ
ク
及
び

ロ
ッ
ク
が
代
表
し
て
居

る
人
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説

苑

ウ
ヨ
ン
・
ロ
ッ
〃
の
私
有
欄
論

(
一〒
完
)

第
十
五
櫓

(第
二
號

一
三
四
)

二
八
四

の

『
一
人

の

竿
。
莞
容
団

蓬
は
彼

の

鵠
瀞
L
ぴ
。諄
団
m
註

①
。。斤m8

の
事
で
あ

る
』
か
ら

で
あ

る
。

而

し
て

こ
れ
は

イ
ツ
ー

に
よ

る
も

『
ロ
ッ
ク
の
見

解
を
論
ず

る
に
あ
π

つ
て
心

に
留

め
て
置

か
ね
ば

な
ら

戯
事
」

で
あ

る
。

所

が
私
は

ロ
.ツ
ク
の
『
民
政

論

二
篇
」
を
議

了
し

て
、
而

し

て
後
布

リ

ツ
ヂ

ー
及

び

イ
リ
ー
の
説

を
考

ふ
る
時

、

そ
の
必
ず
し
も

正
し
か
ら

ざ

る
を
思

は
ざ

る
を
得

な

い
。
何
故

こ

い
ふ
に
、

ロ
助
ク
が

軍
o唱
。丼
団

な

る
文

字
を

用

ふ
る
や
、
稽
複
雑

な
る
用

ひ
分
け
を
行

ひ
、必

ず

し
も
常

に
リ

ッ
テ
ー
等

の
云

ふ
が
如
く

に
、
嵩
ず

ま
。
「ぞ

国民

。。。叶舞
。

の
意
味

に
用
ひ

て
居

る

の
で
は
な

い
か
ら

で

あ

る
。
そ

れ
故

に
、
私
は

リ

ッ
チ
ー
`
は
梢
異

れ

る
意

味

に

於

て
、
『
国
o
篇
曙

ご
い
ふ
文
学

の

ロ
ッ
ク
自
身

の
説

明

に
注
意
』

し
た

い
ε
思

ふ
の
で
あ

る
。

先

づ
リ

ッ
チ
ー
及

び

イ
リ
.一
の
指
示

す

る
が
如

く

、

・
ッ
ク
が

中
。
馬
身

ご
い
ふ
文

字
を

嵩
ず

ぎ
Φ「嘗

国巳

①匂。算

。

の
包
括
的
概
念

こ
し

て
用
ひ

て
居

る
の
は
事

實

で
あ
る
。例

へ
ば

、
『
艮
政
論

二
篇
」
第

二
冊
第
八
十

七
節

に

を

は

、
謡
歌

嘆

o
唱
醇
厚

一

夢

馨

凶9

臣
切
目濠

』

冨

詳
罵
。・
巳

田
紳簿
。

ε

明

か

に

記

さ

れ

て

あ

b

、
叉

第

百

二

十

三

節

に

は

、
夢

Φ
ー

マ

7

。
。・"
嵩
冨

三

〇
ω

睾

α

。
ω
5
酔0
9

を
罠
昏

H
。
p
コ

び
団

子
o
.㈹
窪

興
巴

暴

日
。
1

℃
「o
喝
臼
受

ざ

説

明

し

て

あ

る
。

故

に

リ

ソ

チ

ー

及

び

イ

リ

ー

が

、

ロ

ッ

ク

の

早

。
℃
。
「蔓

は

崔
β

ま

。
脱ぐ

p
巳

8

冨
8

で

あ

る

ε

育

っ

て

居

る

の

は

、

少

く

ε

も

こ

の

限

り

に

於

て

は

正

賞

で

あ

る

。

け

れ

こ

も

、
こ

の

一
斑

を

以

て
「
民

政

論

二

篇

』
第

二

冊

の

全

豹

を

推

す

鐸

に

は

ゆ

か

な

い

。
何

故

三

百

ふ

に

そ

の

理

由

は

簡

軍

で

あ

る

。

若

し

ゴ

ツ

ク

が

牢

o
腕

「
蔓

な

る

語

を

用

ふ

る

に
際

し

て

、

そ

れ

が

常

に

嵩
融
』

σ
2

曙

磐

ユ

。
無
異

。

の

αq
窪

Φ
「
巴

里

ヨ
。

ξ

し

て

用

ひ

ら

れ

て

居

る

も

の

な

り

ε

せ

ば

馬

甲

o
℃
o
「蔓

な

る

語

は

、

】瀞

或

は

一画7

。
誹
団

な

る

語

亡

並

列

さ

る

べ

き

、
性

質

の

も
.
の

で

な

い

筈

で

あ

る

の

に

、

ロ

ッ

ク

が

こ

れ

等

の

文

字

を

並

列

さ

せ

「
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/

て

居

る

例

が

現

に

存

在

す

る

か

ち

で

あ

る
。

例

へ
ば

『
民

政

論

二

篇

」
第

二

冊

第

百

三

十

一.
節

に

は

、
8

嘆

①
、
.
..
・

ぎ

誇

罫

募

ま

Φ
『
受

電

α

嘆

。
驚

碁

ε

い

ふ

旬

が

あ

り

、
第

百

三

十

五

節

に

は

、
冨

園

署

避

〔
冨

藩

9

写

。
隠

「
レ

マ

亀

冒

。
夢

o,「

ご

あ

り

、

第

百

四

十

九

節

に

は

、

p
四
巴
巨

些
。

ま

興

野

自

ユ

娼
「
。
需

旨
冨

鼠

子

Φ

・・
童

舞

第

二

百

二

十

七

節

に

は

、

芸

①
マ

ま

。
三

窃

碧

山

箕

。
も
Φ
葺

①
。・
・
。。
訂

臨

ξ

§

8

ぎ
く
巴

。

雪

α

Φ毬

2

。
⊆
「

8

冨

『
①

爵
。
巨

擘

㊤
㌦

巴

あ

り

、

最

後

に

第

二

百

二

十

入

笛

に

は

、

≦
訂

昌

卍
謂

巴

葺

σ
ヨ
で
㎡

四
・。
∋
註

。
竜

○
富
子

爵

ま

Φ
a

Φ
。。

四
民

の

り

唱
「o鷲
三
捌

ε
あ

る
。
故

に

ロ
ッ
ク
が

勺
δ
も
。詳
曳

ε
言

へ
ば
、
そ
れ
は
常

に

=
語
』
σ
・∂

、
国巳

。m富
冨

の
包
括
的

概
念

ε
し
て
用

ひ
ら

れ
て
居

る
、

ビ
見

る
事

の
出

家
な

い
の
は
明

か
で
あ

る
。

も

も

ヤ

さ
れ
ば

ε
て
.ロ
ッ
ク
の
用

ふ
る

津
。
稀
耳
目
な

る
衣

手
を

.

一
概

に
狭
義

に
解
す

る

の
誤
り
な

る

こ
ε
は
、
ロ
ツ

'
ク
が
こ
れ
を
以

て

辱

・
=
げ
。答
蜜

騨[三

。
昨
薄
o

の

びq
。コ
臼
巴

量
已
。
ど
な
す

場
合
の
存
す

る
こ

ぜ
、
前
述

の
如

く
な

る
に
於

て
明

か
で
あ

る
。

こ
の
誤
り
は

、

リ
ッ
チ
ー
及

び
イ
リ

ー
の
そ
れ

に
於

け

る
ご
は
恰

も
正
反

射
で
あ

る
が

か
く

の
如

き
誤

り

に
陥

れ
る

か
に
見

ゆ
る

　
二
論
者

を
酸

見
す

る
。

元

来
政

治
状
態

の
目

的
が

用
『o
℃
醇
蔓

の
保
護

に
在

る
こ
ε
は

、

ロ
ッ
ク

の
屡

説
く
所

で

あ

っ
て
、
例

へ
ば
『
民

政
論

二
篇
」
第

二
冊
第

八
十
五
節

の
最
後

は
、
次

の
句

を

以

て
結

ば

れ
て
居

る
。
曰
く

…
n凶≦

切8
属
}.M
穿
①
6ゴ
誼

塁
伍
窪
雪
Φ
o
「
冨

9
①
嘆
Φ
。。Φ
「<巴

2

0
h
鵞
毛
雪
裏

な
ほ

そ
れ
よ
り

一
つ
置

い
て
第
八
十
七
節

に
入

る
ε
、
そ
の
中
頃

に
…
口
o
℃
o葺
ド
巴

巴
甑
Φぞ

$
コ
げ
9

昌
O
「
費
冨
耳
噌
ゴ
、津
ぎ

昇

ゴ
㊤
く
5
㈹

昼

巨
①
『

一げ
①
唱
Oぞ
①「
ε

肩
O。。①
フ
、o
子
①
℃
『㌣

り

お

唱
①
曙

ご
あ

る
。
叉
第
九
十
四

節

に
は
、
げq
。<
Φ
ヨ
幕

三

訂
ψ
ロ
。

。
前腎
「
o巳

σ
昇

夢
Φ
℃
蕾

Φ
署
賢

8

亀

℃
δ
℃
臼
な

ε
い
ふ
句

が
あ

る
。
其
他

同
様

の
吉
葉

は
、
第

八
十

入

節

、
第
百

二
十

四
節
、
第

百
三

+
四
節

、
第

百

二
+

八
節

説

苑

ジ

ョ
ン
・
ロ
ツ

〃

の
私

有
楢

論

(
二

・完

)
.

第
十

五
巻

(第

二
號

=
二
五
)

二
八
五
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ド

ー
」

説

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
〃
の
私
有
俗
論
〔二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

=
二
六
〕

二
八
六

第

二
百
二
十

二
節
等

に
於

て
獲
見

し
得

る
の
で
あ

る
。

そ

こ
で
、
ボ

ー
ナ

ー
は

ロ
ッ
ク
の
私
有
椹
論
を
説

く

に
あ

た
り
、
噂
「o
で
巽
受

が
勢
働

に
基
礎
を

置
く
所

以
を
説

明

し
陀

る
後
、
政

治
肚
會

の
主
た

る
目
的
は

、

か
く

て
構
成

さ
れ
た
る
・
喜

3

の
保
護

に
あ
る
`
説
明
し
て
駄

・
議

鴇

土
は
『
ジ
ヨ
ソ
「
;

ク
の
私
有
財
藍

度

論
』
に
於

て
、
『
彼

は
(
ロ
ッ
ク
)⊥土
耀

の
内

容
を
學
ぐ

る

に
、
特

に
、
私
有

財
産

の
制
冶

ご
維
持

ε
の
み
を

以
て
す

る

に
非
す

や
。
誰

か
云

ふ

ロ
ッ
ク
は

私
有
財
産

の
基
礎

を
憾

揺
す

る
の
誘

を
な
す

ε
。
」
ε
述

べ
て
居
ら
れ

る
。

こ

れ

に
よ

っ
て
考

へ
る
ε
、
ボ

ー
ナ

ー
及

び
幅

田
博
士

は

ロ
ッ
ク
の

軍
o
b
2
受

な

る
文
字
を
狭
義

に
解

さ
る

、
が

如
く

で
あ

る
が
、

ロ
ソ
ク
が
政
治
肚

會

の
目
的

に
關

囃

し
て

中
o
℃
①
目蔓

な

る
語
を
用

ふ
る
時
、
そ

は
明

か
に
腰

蓑

に
解
せ
ら

る

べ
き
場

合
が
あ

る
。
例

へ
ば
彼

は
「
民

政
論

二
篇
」
第
二
冊
第
八
十

七
節

に
於

て
、
『
人
は
本

来

募

で
δ
隅
「受
-
昏
舞
一9
冨

一幣
"
ま
臼
ぞ

塁
α
ω
・・富
冨

を
他

人

の
侵
害

襲
撃

か
ら
保

護
す

る
の
権

力
を
有
す

る
。
・:
..
然

る
に
そ
れ
自
身

に
於

て

℃
「o
需
a
・
を
保
護
す

る
の
権

力
、

,.・…
を
有
す

る
こ
ご
な

き
政

治

肚
會

は
考

ふ
べ
か
ら

す

、
叉
存

在
し
難

き
も
の
で
め

る
云

々
」

・し
吉

っ
て
居

る
が
、

こ
れ
か
ら

推
考
す

れ
ば
政
治
肚

會
の
目
的

が

浄

.

一ぎ
興
受

9
民

①ψ斤暮
○
を

包
括

し
て

の

冥
o
露
量

保
護

に
あ

る
こ

ε
蓋
し
明

か
で
あ

る
。
叉
第

百
二
十
三
節

の
終
b

、

の
方

で
次

の
如

く
に
述

べ
て
居

る
。

一二
切
目
け
三
島
。三

§

」。。三

訂
【
冨

ψ露
寄

9
昌
国
乱

読
岳
目
一品

ε
宣
昌
ぎ

m。呆
モ

三
【プ
。チ
。
a
喜

。
凹「。
p冨
p3

ρ円三
p①鼻

。「
.訂
話

曽
三
星

δ

μ邑
言

ぎ
ニ

ゴ
。
臥
三
ヨ
巴

層
①の①署
匿
8

。「
多
。】「
ヲ
Φm、
き
⑦三
田

国乱

。岩
冨
、
≦
芽
プ

一
∩』

9

【竃

αq
雪
田
巴
品
目
oI
鷲
o需
「昌

か
く
て
す
ぐ

そ

の
次

の
行
以

下
に
は
(節

は
改

ま

る
が

)
次
の
や

う

に
記
さ
れ

て
あ

る
。

h)
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16
17
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9

2

暴

訂

乙

∩
幕

〔
①
乙

'
子

Φ冠

す

9

9

目
雪

=
昌
三
昌
㎎

ぎ
δ

n②
ヨ
ε
。
雪

・・
葦

牙

m
乙

を

[9

費

冨

墓

①
ぎ

り・

・
5
匹
①
「
。q
9

臼

㌣

目
Φ
塁

詫
、}
o

騎
。
い臼

毒
口
8

0
P

ぽ

団「
冒

o
需

『ぐ

こ
の

勺
「。需
耳

な

る
文
字

は
文
章

の
前

後

の
關

係

か
ら
考

へ
て
、
そ

れ
は

藩

.
ま
①
「蔓

㊤
邑

田
舞

ゆ
の

鴨
器
「巴

舜
ヨ
①

ざ
し
て
用

ひ
ら
れ

て
居

る

ε
見

る

べ
き
で
あ

る
。

故

に

ロ
ッ
ク
が
、
政
治
状
態

の
目

角
は

中
。屈
「蔓

の

ヘ

コ

ゐ

保
護

に
あ
り

.・」
吉

ふ
時

、
そ
の

中
o
℃
Φ
耳
目
な

る
　欠
字

を

一
概

に
狭
義

に
解
す

る
の
誤
ま

れ

る
や

明
か
で
あ
る
。

以
上

述
ぶ

る
が
如
く
、
中
。
℃
Φ母

な

る
文

字
は

ロ

ッ
ク

に
よ
り
、
聴

こ
し
て
は

幕

L

げ
興
σ
・
窪
伍
。
。。冨
雰

の

『
ま
「巴

旨
旨
。

`
し

て
用

ひ
ら

れ
、
天
晴

ざ
し
て
は

普
通

に
所
謂
『
財
産
」
「
所
有
物
」
の
意
義

に
用
ひ
ら
れ

て
居

る
が
、

そ
の
外
憂

に
「
所
有
権
』
叉
は
『
所

有
」
の
意
義

に
も
用

ひ
ら
れ

て
居

る
。

ロ
ッ
ク
が

そ
の
私
有
椹
論

を
明
か

.

に
せ

る
『
民
政
.論

二
篇
』
第

二
冊
第
五
章

に
於

け
る

中

名
Φ身

な

る
文
字

は
、
思

ふ
に
主

ε
し

て
こ
の

『
所
有
権
」

叉
は
「
所
有
』
の
意
義

に
用
ひ
ら

れ
て
居

る
や
う

で
あ

る
。

而
も

こ
の
際
注
意

を
要

す

る
は

、
そ
の
『
所
有
椹
」
の
物

騰

が
必
ず

し
も
『
有
艦

物
」
`
の
み

に
は
限
ら
す

し
て

、
『
人
格
」
の
如
き
も
亦
『
所
有

権
」
の
物
艦

ε
し

て
取
扱
は
れ

て
居

る

こ
ご

こ
れ
で
あ

る
。

ロ
ッ
ク
自
身
も
或

場
所

じ
於

て
は

こ

の
事
を
指
摘

し

て
、
¢d
団

箕
oで
Φ答
楓
H
8
匿

げ
①

ご巳

o
韓
o
鼠

ぼ
「p

霧

雪

o
dげ
舞

覧
碧
。
ω
、8

ヨ
①耳

穿
舞

℃
「o
で
醜
蔓

巽
げ
凶9

∋
雪

冨
く
o
『

匪
。
団「
需
誠
o
一閉

舘

甫
。
=

田

σq
o
o
巳
m・

ご
言

っ
て
居

る
が
、

こ
の
事
は

ロ
ッ
ク

の
私
有

椹
論

を
考
察
す

る
に
あ
π
b
、
十

分
注
意
を
要
す

る
所

で
あ

っ
て
、
先

に
も
屡
述

ぶ
る
が
如
く

、

ロ
ッ

ク
が
所
有
権

の
基

礎
を
勢
働

に
求

め
ん
ピ
す

る
議

論

の
前
提

ユ

は

、
賓

に

o
く
Φ
曙

o
コ
Φ

ず
窃

騨

..団
δ
℃
9
ぐ

..
冒

7
尻

o
≦
9

.勇
鐸

。。
8

.、
或

は

叉

け三
ω

..冨
σ
o
葺
..
σ
0
5
σq

臣
o

=
口
ρ
器

㌣

口
9

p
三
。

暇

。
℃
。
「
曙

乱

臣
。

蜀
9

昌

費

ε

言

ふ

に

め

る

。

而

し

て

ロ

ッ

ク

の

考

に

よ

れ

ば

、

人

間

が

自

由

凋

立

で

説

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ソ
〃
の
私
有
楠
論
(
二
・完
)

第

十
五
巻

(
第
二
號

=
二
七
)

二
八
七

1F)
19
20
21

壱124P.256.
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訊

苑

ジ
ョ
ン
・ロ
ッ
〃
の
私
有
概
論
(二
・完
)

第
+
五
巻

(第
二
號

=
二
八
)

二
八
入

め

る
以
上
、
自

己
の
『
人
格
』
に
所
有
橿

を
有
す

る
は

一
の
必
然

事

で
あ

る
。
從

っ
て
又
.
人
間

が
自

己

の
勢
働
成

果

に
『
所
有
梶
」
を
有
す

る

の
は

、
人
間
が
自

由

で
あ

る
事

の

一
の
必
然

的
締
結

で
あ

る
、

ε

い
ふ
事

に
な

る
鐸

で

ゴ

め
る
。
要
之

、
『
民
政

論

二
篇
』
第

二
冊

に
於
け

る

贈

o究
曙

な

る
文
字

の
村
法

は
歴

々
で
あ

っ
て
、
決
し

て

一
貫

し
て
は
居
な

い
。

そ

こ
で
私
は

リ

ッ
チ
ー
ξ
は
異
れ

る
意

味
に
於

て
、

『
中
。需
「薪

ε
い
ふ
文
字

の

ロ
ッ
ク
自
身

の
説
明

に
注
意
」

し
な
け
れ
ば

な
ら

諏

芝
思

ふ
の
で

あ
る
。

、

第

二
項

私
有

擢

の
基
礎

ε

し

て
の
勢
働

ロ
ッ
ク
の
私
有
椹
論

の
大
眼

目
は
、
勢
働

こ
そ
は

私
有
権

の
唯

一
基
礎

で
め
る
こ

い
ふ

に
在

る
の
で
あ
る

か
ら

ロ
ッ
ク
の
私

有
椎
論

に
於

て
其

の
主

役
を
演

ず

る
俳

優

は
、
實

に
勢
働

で
あ

る
七

い
ふ
鐸

で
あ
る
が
、
私

は
な
ほ

こ
の

ロ
ッ
ク
の
『
労
働
』
に
就

き
、

二
三
注
意

す

べ
き

事
柄
を
考

へ
て
見

た

い
。

第

一
。

・

・

ク

は

葺

霞

ε

c

ふ

文

字

の

外

に

、

・・
。
量

巨

邑

三

・僧
団.二

。
凶r

・。・〈
Φ
p
β

等

の

文

字

を

用

ひ

て

居

る

。

例

へ
ば

、

「
民

政

論

二

篇

」
第

二

冊

第

五

章

第

二

十

七

節

に

於

て

は

、
日
『
。
富

σ
。
戸一.

。
=

、凹し。

σ
。
.て

卑
ロ
曲

芸

①

ぞ
。
蒔

。
;

雲

壁

」・
≧

。

岳

葦

・
〉・
…
。
暑

旦

}・
募

ε

言

っ

て
、

誓

2

・
亡

い

ふ

文

字

`

、

宅
。
降

ご

い

ふ

文

字

ピ
が
匪
別

し
て
用

ひ
ら

れ

て
居

る
。
叉
第
四
十

二
蔀

に
は

ぎ

9
『

ε

一二
鼻

ぐ

ε
が
な
ら

べ
て
用

ひ
ら

れ
て
居

る
u
更

に
同

じ
節

に
於

て
、
℃
巴
器

・し
い
ふ
文
字

が
、
5
曾

・・け蔓

や

す
げ
。
霞

ξ
共

に
用
ひ
ら

れ
て
居

る
。

な

は
又

次
の
第
四
十
三
飾

に
は

唱
}

9

一。
ジ

切実
。馨

等

ぜ

い

ふ
衣

手

が
出

て
凍

て
居

る
。
然
ら
ば

こ
の

す
げ
。
=
「」
目
α
口ωけ.}、・

篭
。
「ぎ

℃
9
コ
ジ

[。
昌

こ・壽

碧

等

は
、
そ

れ

ぞ
れ
如

何
な

る
差

異
を
持

っ
て
居

る
の

で
あ

る
か
。

そ
れ
は
、

。
ッ

ク
の
『
民
政
論

二
篇
」
第

二
冊

に
於

て
は

明
白

で
な

い
が
、
恐
ら

く

こ
れ
等

の
文
字

は
、
そ
れ
を
交
互

に
入
れ
替

へ
れ

9



ば
文
意
を
不
明
な
ら
七

め
、
ヌ
は
愛
せ
し
む
る
程
の
差
異
を
以
て
用
ひ
ら
れ
て
居

る
の
で
は
な
か
ら
う
ご
思
は
れ

る
。第

二
。
勢
働

を
分

っ
て
精
神
勢
働

ε
筋
肉

勢
働

ε
の

二
種

ε
せ
ら

れ
る

こ
ε
普
通

で
あ
る
。

し

か
る
に
從
來
勢

勧

説

に
饗

し
て
.、
そ
れ
は
精

神
労
働
を
無

視

し
て
居

る

ε
吉

ふ
批

難

が
、

ノ
イ
ラ
j
h
、
ア
ー

レ
ソ
丸
、
ラ

ッ
ソ
鞠

等

に
よ

っ
て
加

へ
ら

れ
て
居

る
。
然
ら
ば

ロ
ッ
フ
自
身

は

、
そ
の
私
有
椹
論

を
な
す

に
あ
た

り
、
所
謂
精

帥
勢
働

を
無
視

し

て
居

た

か
ご

う
か
。

こ
の
黙
は

明
白

に
し
難

い
。

尤
も
「
民
政
論

二
篇
」
第
二
研
窮
五
章
第

四
十

四
節

に

よ

・

.

、

…

[藝

些

ゆ∩
,

　冒
帥
匹
ω
名

手

m
・q
『①
孚ε

葺

。
略
ミ
冠

ゴ
①

国
旦

δ
α

δ

二
5

望

署

。
同;

二

部

8

・ま

。
ヰ

。
二

p冨

匿

=
σq
「
三

}。
ユ

〒

<
。
邑

。
口

き

甑

m
『ρ。。
げ
ρ
餓

団5

「
『。
・
①
匙

臣

①

8

耳

①
三
9

∩
団円

。
⊇

{ρ

ぞ
神
・・
宮

・噛①
∩
身

斎

p
≦

雪

餅

島
島

昌
g

げ
9

晴

三

8

菖

5
。
コ

0

け
O

O
けプ
Φ
「
㎝

。

こ
め

る
か
ら
植

毛
て
、

ロ
ッ
ク
は
精
神
勢
働
を

も
考

へ
て
居

た
ε
吉

か
得
な

い
事
も
あ

る
ま

い
が
、
然

し

ロ
ッ
ク

が

『
び
8
ひ
ぼ
含

ωゴ
望
訴
9
一曾
℃
巴
昌
等

ε
言

ふ
程

の
も

の
』
多

く
は
所

謂
筋
肉
夢
働

に
鵬

せ
し
む

べ
き
も

の
で
め

る
。

故

に
、

ロ
ッ
ク
の
考

へ
は
明
白

で
は
な

い
が
、
ロ
ッ
ク
は

精
神

勢
働
を
も
考

慮
の
う
ち

に
入
れ
て
居
た

こ
し
て
も
、

そ
の
重

一6
は
む

し
ろ
所

謂
筋

肉
勢
働

の
方

に
傾

い
て
居

た

、

ご
見

る

べ
き

で
は
あ

る
ま

い
か
。

第
三

。
次

に
考

ふ

べ
き
は

、
「
勢
働
』
`

「
先
占
』

ご

の
關
係

に
閲
す

る

ロ
ッ
ク
の
見
解

で
あ

る
。
蓋

し
勢
働
説

に
謝

し
て
は
、
後

来
次

の
如

き
批
難

が
あ

る
。

曰
く
、
所

有
樺

の
基
礎

を
勢
働

に
の
み
露

ら

ん
こ
す

る
説

は
明

か

に
十

分
で
な

い
。
何

故

ε
言

ふ
に
、
勢
働

に
し

て
可
能
な

る
が
た
み

に
は
、
先

づ
以

て
勢
働

を
加

へ
ら

る

べ
き
物

読

苑

ジ
ョ
ン
.
ロ
ソ
〃
の
私
有
概
論
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

=
二
九
)

二
八
九

・

碧

葛

EigentumundGerechtigkeit,T884 ,S,s6-7Neurath,Ah
ren5,Naturrecht,BDII
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覗

苑

ジ
ヨ
…

ソ
〃
の
私
篠

論
三

・完
)
.

筆

五
巻

(第
二
號

西

9

二
九
。

の
・
先
占
に
よ
る
私
有
権
を
豫
想
し
な
け
れ
ば
な
畠

か
ら
。
あ

種
の
批
難
は
例

へ
ば
ブ
グ
オ

、

。
ツ
.
㍗

や

ズ

先

・

:
フ
グ
リ
為
・

;

』

-

争

下

ナ

潔

に
よ
っ
て
主
張
せ
ら
れ
る
が
、
・
れ
爵

し
て

先
占
亦

一
の
鶴

で
・
・
か
ら
、㌶

説
鋳

す
・
あ

種
の
批
難

馨

得
な

・
・
論
ず

・
學
者
・
葦

め
・
。

例

へ
ば

シ
ヤ
ウ
・㍗

1

塩

二
留

篁

等
が
そ
れ
で
あ
・
。
餐

ば

・
ッ
ク
自
身
は
、
.
、
の
『
先
占
」
封
雰

働
」

の
問
題
に
就

い
て
如
何
な
る
見
解
を
抱

い
て
居
た
か
。
こ
の
黙
を
.
一
考
し
て
置
く
要
が
あ
る
。

今
更

政
論

二
篇
」
第
二
冊
を
通
讃
す

・
に
、

・
ツ
ク
が
募

働
」
斗

先
占
』
喜

嘔
別
し
て
論
じ
砦

部
分
竺

も

こ
れ
な

い
・
奄

私
の
記
憶
に
し
て
籍

し
得
る
も
の
喜

ば
、
『
民
政
論
二
値
」
第
二
墾

部
を
遍
じ
て

。
。
-

2
書

目
、て
麦

審

す
ら
輩

す
・
暑

し
む
の
で
あ
・
。
警

・
ツ
ク
は
餐

「
先
庫

・
る
も
の
を
、
考
察

の
)
ち
災

れ
て
は
居
な
か

っ
た
爵

婁

る
を
得
な
い
。
次
に
然
ら
ば
、

・
ツ
グ
が
酵

働
旨

い
串

に
は
、

所
謂
「
先
占
』
を
も
含

ん
で
居
・
の
で
は
あ
・
ま

い
か
・
考

へ
、て
見
・
に
、
『
民
政
論
二
鐘

第

二
冊
第
羅

第
二
+

八
襲

は
・
樫
の
寡

拾
ひ
集
・
て
・
れ
養

つ
だ
人
懐

、
確

・
そ
れ
を
私
有
し
慈

で
あ
・
が
、
そ
れ
豊

禮

い
つ
彼
の
私
有
に
締
し
花
か
三

雲

間
に
謝
し
て
、

…
三

口。

篭

ぎ
'
陣=

8

訪
「ψけ
賢

冨

夏

暴

g

量

目

⇒
。
;

昼

…

蜜

・q

昏

。
8

・国

守

p
=

騨
ぎ

ロ『

℃
己
け

p

…
ψ凱
p
。
ユ
。
昌

げ
①
[毛
ω
。
ロ

骨

日

"
乱

。
目

巨

。
p

雲

讐

p
ま

①
評

。
∋
客

冨

δ

蒙

日

暮

・・
舞

・

舜

・唱
Φ
-
}
。
〔
。
日
ヨ
。
ロ

ヨ
。
∋
。『
。
「
p
押

げ
P
象

o
口
。
、
貸
口
匙
.

塒

ψ
o

ρゴ
o
く

σ
0
6
0
ヨ

①

℃
「
一く
箇
8

同
価
ゴ
梓
・

・

蓬

べ
て
居
る
・
元
来
『
先
占
』
ε
い
安

手
に
疑
義
が
あ
・
が
、
・
れ
を
狭
醤

解
し
て
『
先
占
の
養

表
示
」
ε

す

る
も
・
は
菱

・
れ
農

義
に
解
し
て
『
先
占

の
意
思
表
示
冒

す
る
も
、
共

に
批
難

の
鑑

あ
り

喜

ら
れ
て

!難 韓 灘 撒:::,　

L

.



つ

　

.

居

る
姉

・
れ
を
狭
義

に
解
す

る
の
比
欝

穏
當
な
る
や
蓋
し
明
か
で
あ
・
,
.さ
て
前

に
引
用
せ
る

・
ッ
ク
の
官

職

葉

に
於
て

穿

費

『・
・
量

冨

島

・
は
、
・
れ
薯

も
直
享

、
妻

表
示
毛

て
の
『
先
占
』
曙

・
外
な

瀞

鱗
鍵
難
簾

顯
轄
灘
繕
難
灘
釧
顕
幣

繰
毅
臨
編
擁
嚇噸
鞭
戴
割興
蟄
雑
節纂
.瀞

は躍
㍗雛

箋

馨

職
叢

誌

罪
罪
篠

-冨・爵
早

撃
螺

・
れ
蜜

・
再

遇
・
　

　

・
・
、
…

例
籍

五
立芒

於
・
極
・
て
ぞ

を
獲
見
し
得
る
.
た

総

欝

だ
然
し
な
が
ち
・
此
慮
に
あ

藩

姦

す
る
姦

が
め
る
。
そ
れ
は
第
五
章
第
二
+
八
節
の
葉

近
あ

二
一二

鰯

翼

行

で
あ

っ
て
、
次

の
如

た

書

か
れ
て
み

る
。

鰯
擁

ゴ

。
讐

p
u。u・

ξ

ぎ

「紹

ゴ
田

σ
埣
■
チ

。

耳

β

ヨ
嵩

臼
毒

塞

げ
鵬

。ρ
↓ら

区

夢
①

。
「。
;

国
詰

諸

σ。
。
田

口
帥
.
同

量
四∩
①
・
書

印
『Φ

一
謬

、m

四

話

げ
=

。

p冨

ヨ

ヨ

8

ヨ
§

昌

ミ
誓

。
旨

「2

冨

8

韓

∋
《
鷹

。
露

量

乱

費

。
;仲

子
。

国
ψの蒔
5
四仲
一。
冨

。
「
n
。
ロ
m。
ロ
岬
。
「
四
昌
)、
げ
。
身

dh
国

28
村
雀

K
輻
弓
岡
上

も

も

へ

も

こ
れ
に
よ
れ
ば
・
勢

貯
及
び
雰

律
讐

自・　

舞

)
の
勢
働
は
、
私
の
勢
働
高

野

、
私
の
所
有
権
獲
得
の

萄

瑠

手
段

で
あ

る
。

説

苑

・
.ヨ
ン
・
・
ツ
あ

私
有
繋

三

レ完
)

第
+
港

露

二
號

西

一)

二
空

、
互

帆
.



τ

説

苑

ウ

ヨ
ン
・
ロ
ッ

〃
の
私

有
確

論

(
二

・完

)

第

十
五

巻

(
第

二
號

}
四

二
)

二
九

二

産
業
革
命
以
前

の
・
ッ
ク
が
、
召
使
ε
普
通
に
所
謂
勢
働
者
あ

匠
別
を
こ
ん
な
に
認
め
て
居
.た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、

リ

ッ
チ
ー
が
前

に
引
用
せ

る

ロ
ッ
ク
の
言
葉

を

評
し

て
、
『
勢
働

の
雇
傭

著

た
る
資

本
家

は
こ
の
句

に

從
ひ
、
略
し
彼
が
そ
れ
を
得

る
・、
ご
を
管
理
す

る
こ
ε
さ
へ
貯
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
召
使

(」・　

旦

に
よ
り
伶

ら
塁

る
成
果

の
全
部

に
毀
し
+
分
の
椹
利
が
あ
る
」
ε
育

つ
た
の
に
は
道
理
劣

る
。
元
来
「
民
政
論
二
篇
』
は

君
主
主
義
に
封
ず

る
民
主
主
義
、
貴
族

に
封
ず
る
孕
民

の
反
抗

の
宣
言
を
以
て
、
そ
の
目
的
ε

て
居
る
こ
ご
既

に
述

べ
t
が
如
く
で
あ
る
。
産
業
革
命
以
前
の
英
國
に
生
存

せ
し
ロ
ッ
ク
は
、
そ
の
當
時
漸

く
勢
力
を
振
は
ん
ご

し
つ
玉
あ
り
し

第
三
階
級
の
代
辯
人
で
あ

っ
て
、
第
四
階
級
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
勢
勧
説
の
主
た

る

目
的
は
、
第
三
階
級
の
所
有
権
の
絶
美

可
侵
を
、
従
来
の
纏

階
級
暑

し
て
宣
吉
し
辯
護
ぜ
ん
手

る
に
在

っ
て
、
彼
は
彼
の
勢
勧
説
を
、
勢
働
者
の
資
本
家
に
封
ず
る
不
勢
所
得
攻
撃
の
武
器

ご
し
て
作

っ
た
の
で
は
な

い
。

㎎

「民
藷

二
篇
」
第
二
冊
第
垂

早
第
二
+
八
難

後
の
両
三
行
は
、
思
逢

、ネ

用
意
の
間
・
・
ツ
ク
の
意
固
を
示

亭
.

す
も

の
で
は

あ
る
ま

や
か
。
.

鯛恥
.

第
三
項

勢
働
成
果
私
有
の
制
限

皿

翫
縄
い雛
脾
窟
膨
鋸
秘
鍛
ビ蝋鞭
盟
留
響
蔽
艶
鰭
際
砥
精
鉱鮎
㎞

恥

制
限

に
認

め
ら
れ

し
繹

で
は
な
く

て
、
そ
れ
に
は
二

つ
の
制

限
が
附

せ
ら

れ
、て
居

る
。

第

一
に
内
自

己
が
使
用

し

得
・
語

内
・
於
て
の
み
、
自
己
・
鶴

鷹

・
私
有
才

乗

出
來
る
・
第
二
に
・
邑

の
蕩

成
果
を
私
有

㎞

す

る
が
た
め
に
は
、
他
人
の
た
.め
に
共
有
物
が
な
ほ
十
分
に
残
存
し
て
居
る
事
を
必
要

ε
す
る
。
以
下
、
少
し
く

の

'



こ
の
二

つ
の
制
限

に
就
き
考

へ
て
見

た

い
。

第

一
の
制
限

に
閲

し

ロ
ッ
ク
の
吉

ふ
所

を
窺

ふ
に
、
彼

は
、
も

し
は

セ
し
て
勢

働
が
共
有
物

を
化

し

て
私
有
物

た
ら

し

め
得

る
こ
す

れ
ば

、
人
間

は
自
己

の
勢
働

に

よ
り

、
そ

の
私
有
物
を
自

己

の
欲
す

る
ま

、
に
増
大

し
得

る

も

の
な

㌧
や

ε

い
ふ
疑
問

に
謝

し
て
、
決

し

て
ざ
う

で
な

い
ε
答

へ
る
。
『
勢
働

に
よ

り
所

有
権
を
與

へ
た
自
然

法
は
・
又
そ
の
所
有
権
を
限
定

し
偽
・』
然
ら
ば
如
何
な
る
『
限
定
」
が
與

へ
え

で
居

る
か
。

・
ッ
ク
早

、

「
瀞

に
吾
等

に
凡

て

の
物

な
裕

か

に
與

へ
た

」
ξ
博μ
髄
砕感

に
よ

り
確

め
ら

れ
た

ろ
理
性

の
聲

で
あ

ろ
が
、
舩
…ら

げ
〔瀞

に
如

何

占は
る
程
度

に
興

'へ
た

の

か

⊥

早
樂

〔8

φ
ヨ
畠
)
即
ち
こ
れ
で
め
る
。
物
が
駄

目
に
な
ろ

(
磐
o
凶ご
迄

に
、
人
生
の
何
等
か
σ
利
益

に
役
立

た
し
め
得

ろ
範
園

に
於
て
、
人

に
そ
の
勢
働
に
よ
叫
所
有
椹
々
確
定
す
る
な
得
ろ
。
こ
の
限
度
存
超
凡
た
る
も
の
に
、
そ
の
何
物
た
る
に
よ
ら
ず
凡
て
彼
の
配
分
以
上
で
あ
っ
て
、

め

そ
1工
他
人
に
翻
す
う
も
の
で
あ
る
。
袖
…に
人
た
し
て
損
ね
さ
ぜ
、
破
壊
さ
ぜ
る
た
め
ド
に
何
物
々
も
作
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。』

故

に
、
折
角

成
物

に
勢
働

を
加

ふ
る
事

に
よ

っ
て
、

そ
の
物

の
私
有

権

を
得
て
も
、
『
そ

の
適

當
な

る
使

用
を
見

す

し

て
、
彼

に
所

有

さ
れ
な

が
ら
空

し
く
腐

敗
し
去

れ
b

ε
せ

ん
か
、

:
…

・彼

は
當

に
自
然

の

一
般

法
則

に
違
反

し
た

の
で
あ

っ
て
所

罰
せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ

る
、

彼
は

隣
人

の
分
前
を
犯

せ

る
に
外

な
ら

温
。

何
故

ご

い
ふ
に

彼

の
必

要
が
物
を
求

め
、
物

が
彼

の
生
活

に
便
宜

を
與

へ
る
ε

い
ふ
限

度
を
超

え
て
は
、
彼

は
何
等

の
権
利

を
も

の

有

し

な

い

か

ら

で

あ

る

。
』

同

様

の

事

は

叉

土

地

に

就

い

て

も

育

ふ

事

が

出

來

た

。

-

『
若
し
、
彼
の
園
縫

地
の
草
が
地
上
に
立
ち
枯
れ

ε
な
り
、
叉
彼
の
栽
培
地
の
果
買
が
蒐
集
肝

臓

ぜ
ら
れ
な
い
で
腐

敗
し
た

ミ
す
れ
ば

、
か
く

の
加

番
土
地
の
部
分
に
、
そ
れ
が
彼

の
園
矯
地
な

る
に
も
係
ら
す
、
然
も
荒
蕪
地
な
り

ε
見
做
さ
れ
、
他

の
如
何
な

る
八
の
所
有
物

ピ
も
な
り
得

べ
き
で

あ

っ
㌦

』

飢

苑

ウ
ヨ
ン
・
ロ
ツ
〃
の
私
有
擢
論
(
二
.完
)

第
+
五
巻

(第
二
號

一
四
三
)

二
九
三

エ)

2)

3)

4)

931・p.206.p

.206.曇31.

曇37,P.2}o.

壱38.P・210・



読

苑

ウ
ヨ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
樒
論
(二
・完
)
.

第
+
五
巻

(第
二
號

一四
四
)

二
た
四

勢
働

成
果
私
有

に
勤
す

る
第

一
制
限

に
關
す

る

ロ

ッ
ク
の
所

説
は
大
約
以

上
の
如

く
で
め

る
。

第

「
項

に
於

て
次
手

な
が
ら
述

べ
た

る
所

、
及

び
次
項

に
就

て
説
く
所

よ
り
し

て
、
自
然

に
明

か
に
な

る
で
あ

ら

う
.如

く

に
、

ロ
ッ
ク
の
考

に
よ
眼
ば

、
政
治

状
態

の
目
的

の

一
は
、
自
然

法
に
よ

っ
て
各

人
の
得

た

る
所

有
穫

を
保
護

す

る

に
在

る
。
然

る
に
勢
働
成

果
私
有

に
随

伴
す

る
右
の
制
限
は

、

一
の
自

然
法
な

る

こ
ε
、
前

に
引
用

せ
る

ロ
ソ
ク
の
吉
葉

に
よ
り
明

か
で
あ

る
。
故

に
所

有
者

が
自

分
自
身

で
耕

耘
し
、

そ
の
成
果
を

使
用

す

る
以
上

の
土
地

は
、
凡

て

こ
れ
を
個
人

の
手

よ
b
没

牧
す

る
政

府

は
、
人
な

る
財
産

の
形

成

を
奨
嚇
す

る
政

府

に
比

し
内
ロ

も

ね

ツ

ク
の
所
謂
財
産
保
護

の
た

め
の
政
府

円
し

て
、
よ
り

大

に
霊
痺

せ

な
も

の

＼
如

く

に
も
想

は

る

、
事
馬
ま

こ
ご

に

リ

ッ
チ

ー
の
盲

ふ
が
如

く

で
あ

る
。

さ
は
官

へ
幸

か
不
幸

か
右

に
述

べ
た
る
第

一
の
制
限

は
、

ロ
ヅ
ク
が
貨

幣

の

獲
生
を
認

め
た
る
事

に
よ
り
、

事
實
上

は
抛

棄

さ
れ

て
し
ま

っ
た
。
從

っ
て

リ
ッ
チ

ー
の
提
出

せ

る
問
題
あ

、
最

早
問
題

た
る

に
直

せ
ざ

る
課

ご
な

っ
て

み
る
。
以
下

そ
の
事

の
次
第
を
簡

軍

に
摘
記
す

る
で
あ
ら

う
。

以
上
述

ぶ
る
が
如

(
、
人
間

は
使
用

を
限
定

{
し

て
、
自
己

の
勢
働
成

果
を
私
有
す

る
事
が
出

京
た
。
然
ら

ば

こ

の
制
限
を
破
ら
す

し
て

、
而

も
自
己

の
勢
働
成
果

を

全
敗
す

る
方

法
は
無

い
か
、

ざ
か
う
思
案

し
た
人
類

は
腐

敗
し
易

い
も

の
ε
丙
腐
敗

し
難

い
も

の

ご
を
交
換

し

、
後

者
を
蓄

積

し
て
以
.て
自
己

の
勢
働

成
果

を
全

敗
し
、
併

も

も

も

ヘ

コ

へ

る

り

い

ヨ

セ

も

も

ち

カ

ヵ

り

あ

ら

も

ぬ

ち

　

　

せ
て
私
有
の
摘
大
を
謀

る
方
法
に
想
ひ
到

っ
た
。『
如
何
に
し
て
彼
自
身
そ
の
所
産
を
使
用
し
得

る
以
上
の
土
地
を

む

む

む

も

あ

や

ち

も

へ

正
當

に
所
有

し
得

る
や

ご

い
ふ
事

に
閲

し

て
、

一
の
方
法

を
獲

見

し
陀
。」
而

し
て
そ

の
方

法

ε
い
ふ
の
は
貨

幣

の

使
用

に
外
な
ら

鴻
。
『
貨
幣

ご
は
、
朽
腐

す

る

こ
ご
な

く
し

て
保
存
す

る
を
得

べ
く
、
叉
相

互

の
承

認

に
よ
り

、
眞

に
有
用

で
は
あ

る
が
、
而

も
腐

敗

七
易

い
生
活
必
要

物

に
代

へ
て
.

人

々
が
取
得
す

べ
き

一
定

の
持

緬
的
物
磯

で

Ritchie,DarwinandHegel.T893.P.182.5)

6)X50.150ばMo】ey'sUniversalLibrary版 ε1812LondQnに 於 て 鰻 行 さ れ'

アころLocke全 集 第 五 巻 所 攻 の.版 本(及 びCassell'sNationalLibrary87)gの

間 に 著 き 相 違 あ レ】、 しば ら く後 者 に 從 ふ 、 以 下 同 断

,
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、

あ
る

。」

甦

が
貨

幣
.の
獲

明
は

、
人

々
の
問

に
於

け

る
所

有

の
不
雫
等

を
、
目
立

っ
て
大

き
く
せ

し

め
る

一し
い
ふ
結

果
を

導

い
た
。『
元
束
動
勢

の
種

々
な

る
程

度
は

、
人

々
を

し

て
所
有
物

の
割
合
を

異
な

ら

し
む
る
傾

向
が

み
る

か
ら

、

、

こ
の
貨

幣

の
獲

明
は
、
不
中
等

な

る
所
有

物

の
維

持

ε

同
時

に
振
大

の
機
會

を
も
與

ヘ
セ
。
』
け
面

こ
も

」
ッ
ク
に

よ
れ
ば

、
こ
の
所
有

の
不
孝
等

ε
い
ふ
事
は

、も

ε
よ
り

人

々
承
知

の
上
で
あ

る
。「
金
及

び
銀

は
食
物

着
物
乗
物

に

比
し

て
、
人
生

に
金
め

る
こ
ご
極

め
て
少

く
、
其

の
贋
値

は
輩
に
人

々
の
協
定

に
基

く

も
の
な

る
が
故

に
、
(
こ
れ

に
就

い
て
も
勢
働

は
、
依
然

ご
し
て
大
部
分
其

の
尺
度

を

な
し

て
み

る
。

(註
参
照

)
)
人

々
が
地

の
不

比
例
旦
不
学

等
な

る
所

有
を
認

め
た

る
も

の
な

る
や

明
か
で

る
る
。
」

・

然
ら
ば

か
く

の
如

き
所
有

の
握

太
、
從

っ
て
又
人

々

の
間

に
於

け

る
所

有

の
不
均
不
等

は
、

は
た

し

て
正
常

で

あ

る
か
ご
う

か
。

ロ
ッ
ク
曰
く
、
「
　
騰

正
常
な

る
所

有

の
制
限

を
超
過
す

る
亡

い
ふ
こ
蓬
は
、
そ

の
所

有

物

の

多
大

な
る

に
存

せ
す

し
て
、
そ
の
肋
有

裡

に
空

し
く
何

物

か

ゴ
朽

腐
す

る
に
.存
す

る
。
」
故

に
個
人
の
所
有

の
櫨

大
、

從

っ
て
叉
人

々
の
闘

に
於

け
る
所
有

の
不
均
不
等

は
、

貨

幣

の
使
用

に
よ
り
、
そ

れ
が
如
何

に
甚

だ

し
く
な

っ
て

も
、
ロ
ソ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
は
決

し

て
不
正

ざ
考

ふ

べ
か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
。
私

が
先

に
、
勢
働

成
果
私
有

に
關

す

る
第

一
の
制
限
は
、

・
ツ
ク
が
貨

幣

の
獲

生
を
認

め
た

る
事

に
よ

り
、
事
實
土

は
抛

棄

さ
れ

て
し
ま

っ
て
み
る

ε
言

っ
た
の
は
、
右

の
事
實

を
指
す

も

の

に
外

な
ら

ぬ
。

(註
)

こ
の
括
弧
の
中
の
言
葉
に
相
當
ず
る
原
文
は

二、ゴ
雪
①oh
昼
げ
o目
審
一
日
野
獣
層
ぎ

㈹
「$
葭
囲
賽

子
o
日
母
。殉≒
①
.で
あ
る
が
、こ
の

謹
ゴ
ー

o
「oO
「
は
、
こ
の
句
の
マ
ぐ
前
に
つ
父
く
句

『qo匡

四目
"
。・費
・①「[一
審
m
罫
』n
<
四ピ
O
O巴
里
跨
O三

子
0
60ゴ
器
2

0
h
ヨ
Φ口
の
q
<巴
oω
.に
か
」

説

苑
.

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
擢
論
(二
・完
}

第
十
五
巻

(第
二
號

蝋
四
五
)

二
九
五

. 31茸 ζ:躍 謬:

・留 鵜:P。 、、.
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誠

苑
.

ウ

ヨ
ン
占

ッ
ク
の
私
有
欄
論

(二
・完
)

第
+
五
巻

(第
二
號

一
四

六
)

二
九
六

っ
て
る
る
・
而
し
て
あ

句
か
ら
考

へ
・
ミ

・
・
ク
畳

竃

穰

窒

餐

意
的
、
若
く
は
協
淀
的
で
あ

・
昌

考

へ
.す

・む

し
ろ
雰

に
、
、
、

　

の
貴
金
属
な
得
る
に
要
す
ろ
酔
倒
に
基
く
、
ミ
考
へ
て
る
る
標
で
あ
る
ε
可
ツ
チ
ー
に
解
し
て
居
う
つ
.

勢

働
成

果

の
私
有

に
關
す

る
第
二

の
制

限
、
即

ち
、

各
人

が
自

己
の
勢

働
成
果
を
私

有
す

る
が
だ

め
に
は
、
他

人

の
π

め
に
共
有

物
が
な
ほ
十

分
に
残
存
す

る
を
必
要

こ
す

る
事
、

こ
れ
を
吉
明

せ

る

ロ
ッ
ク
の
言
葉

を
我

々
は

第
五
章
第

二
十
七
節

の
終
末

に
於

て
見
出
す

の
で
あ
る
。

尤
も

一
寸
躊
躇

し
た
や

う
な
吉
方

で
は

あ

る
が
。
第
二

十
七
笛

の
終

の
方

の
原
文
を
引
用
す

れ
ば

、

」

子
院
『
げ
。貢

げ
巴
品

跨
Φ
…
ρ
器
mま
話
已
⑦
℃
「名
貫
目
亀

σげ
巴
菩
。「①「"
謁
o
監
目

σ三

器

oき

訂
く①
ロ
轟
『=
o
毛
ゴ
賢
島
p二
り
。旨
①

首
星

ε
b
二
。男

茎
窪

量
・・
『
曾
8
西F

岩
含

藁

8
豊

興

言
8
日
目
9

{。;

膏

・p

ビ
あ

る
、

こ
の
最
後

の

㊤
二

鵠
。・げ
零
冨
「Φ
爵
①
器

臨

自

。
自
σq
互

国
民

霧

σq
ぴ
巳

8
需

冒

8
B
旨
8

背

。
夢
①『・。
ε

い
ふ

の
が
、
、私

の
認

め

て
以

て
、
勢
働
成
果

の
私
有

に
關
す

る
第

二
の
制
限

ざ
な
す
も

の
で
あ

る
。
.

思

ふ
に
、
無

人
島

起
漂
着
せ

る

一
團

の
人
間

や
、
未

ば
占
有

さ
れ

ざ
る
地

方
に
於
け

る

一
隊

の
旅
行
者

は
、
何

は
さ
て
置

き
彼

等
相
互

の
必

要

を
、
よ
く
考
察

し
な
け

れ
ば
な
ら

函
で
あ
ら
う
。

故

に
例

へ
ば

、
彼

等

の
う
ち

の

}
人

が
果
物
を

取

っ
て
食

っ
て
も
、
残

b

の
者

が
食

ふ
お
け

の
物

の
、
な

ほ
十

分

に
存
在
す

る

こ
ε
が
明

か
で
あ

れ
ば
、
彼

は
誰

に
遠
慮
も
な
く

、
食

ひ
た

い
だ

け
食

へ
る
。

か
う

い
ふ
の
が
先

づ
普
通

で
あ
ら
う

。
從

っ
て
右

に

述

べ
た
る
勢
働
成

果
私
有

に
關
す

る
、
第

二
の
制

限
の
如

き
も

の

Σ
、
存
在

の
可
能

を
考

へ
る

こ
ご
は
出
来

る
。

け
れ

こ
も
も
し
、
他
人

に
識
し
て
十
分

に
硬

っ
て
居
な

い
事
が
明

か
で
あ
れ
ば
、
そ

の
府

に
は
ざ
う

い
ふ
事

に
な

る
か
。

こ
の
黙

に
閲
す

る

ロ
ッ
ク
の
意
見

は
明
か

で
な

い
。
天
恩

ふ
に
、

こ
の
制
限

ε
、

・
ツ

ク
時
代

の
欧
洲

に

11)Ritchie、Darwinand.Hegeユ ・P・183・
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於
"

る
、
私
有
財
産
制

の
現
實

ご
を
封
比
せ

し
む
る
時

、

ロ
ッ
ク
は
は

「た
し

て
如
何
な

る
威
を
抱

い
た

で
あ
ら
う

か
。

吾
人
も

ご
よ

り
是
れ
を
知

る
由
も
な

い
。
.

ロ
ッ

ク
が
勢
働
成
果

の
私
有

に
附
し

た
る
二

つ
の
制
限
は
、
大
腱
以

上

の
如

き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
制
限

の
思

想

ε
、
十

八
世
紀

末

の
英

国
に
於

け

る
、
所

謂
『
土
地

肚
會

主
義
者
」
の
思
想

こ
の
間

に
、
如
何

な

右
關

係

あ
り
ゃ

燭

を
窺

ふ
の
は

、
も

ε
よ
り
興
味

深
き
問
題

で
あ

る
ε
考

へ
ら

る

》
が
、
し
ば

ら
く
是
れ
を
省
略

に
附
す

る
。

、

一
部

の
學

者

の
説

に

よ
れ
ば

、
元
來

ロ
ッ
ク
は
純

然
た

る
功

利
‡
義
者

で
あ

っ
た
。

こ
の
説

が
.は
π
し

て
、
幾

何
程
造
営

れ
る
や

は
、
も

こ
よ
り
問
題

で
あ

る
が
、

彼

の
『
灰
政

論
二
篇
』
に
現
は

れ
た
る
、
功
利
主
義

的
見
解
を

探

る
こ
ε
は

、
決

し
て
困
難

で
は
な

い
。

然

る
に
彼

が
私
有
財
産
を
論
ず

る
や
、
皿
般
的
敷
用

の
立
場

を
離

れ
て
、

.

特

に
勢
働
成
果
私
有

の
自

然
法

て
ふ
、

一
の
先
験
的
原

則

(p

℃
ま
三

軍
ぎ
∩回覧
ε

に
立
籠

れ
る
特
殊

の
事
由

は
、

次
項

に
於

て
述

ぶ
る
が
如

く

で

め
る
が
、
勢

働
成
果
私
有

に
關

す

る
、
右

の
二

つ
の
制
限

は
、
功
利
主
義
者

ご
し

て
の

ロ
ッ
ク
の
面
影

を
、

、比

較

的
明
か

に
窺

ひ
得

る
、
縁

の

↓
ε
も
成

り
得

べ
き
も
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

も

し

そ
れ

ロ
ッ
ク
が
、
人
間

の
自
己

労
働
成

果
私
有

に
封
ず

る
、
上
述

の
二
制
限

を
標
幸

し
て
、
第

二
十
世
紀

に
立

て

り

ε
す
、る
時

、
彼

が
砒
會
思
想

分
野

の
上
に
、
は
陀

し
て
如

何
な

る
地

歩
を
占

む

べ
き
ゃ
、
こ

い
ふ
が
如

き
問
題

に
到

っ
て
は
、
今

私

の
關

す

る
所

で
は
な

い
。

-
.
第

四
項

勢
働

成
果

私
有

の
権
利

`
自

然
法

ロ
ッ
ク
に

よ
れ
ば
、
人
間

が
自

己
の
勢
働

成
果
を
私
有
す

る
罐
利
は
、

一
の
自

然
法
上

の
椹

利
で
あ

る
。

こ
れ

は
「
民

政
諭

二
篇
」
第

二
冊
第

五

章
第
三

十
節

に
於

け
る
、
艶

・・
9

管

巴

冨
≦

。
『
Z
象
高
器

ず
二

証

言
磐

三
轟

忠

誠

苑

ジ
司
ソ
・
ロ
ツ
〃
の
私
有
痛
論

(
二
・
完
∀

第
+
五
巻

(第
二
號

一四

七
)

二
九
七

12)小 泉信三教授の論文『不労所得 こ土地耐會主義』(『耐會組織の経済論 的批評』所

坂)は この馳に關 し吾人且こ教 ふ ろ所 願 ろ多 し。
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、

設

苑

ジ

ョ

ン
・
ロ
ッ

〃
の
私

有
櫃

論

(
二
・
完

)

第
十

五
巻

(
第

二
號
.

一
四

入

)

二
九
八

め

℃
『o
需

「受

な

る

語

及

び

第

三

十

.
節

に

於

け

る

、

浮
o

ω
雪

器

冨
薯

亀

署
四
巳

「
子
μ
け

α
o
田

ξ

円ゴ
【・。
日
o
磐

。。
駐
く
2

ロ
ω

勾

℃
「o
稀
「ぞ

な

る
句

を
以
て
明

か
で
め
る
。
然

る
に
こ

の
自

然
法

な
る
観

念
は

リ

ッ
チ
ー
に
よ
れ
ば
、

ロ
ッ
ク
の
全

の

政
治
學

説
禮

系
を
形
造

る
も
の
で
あ

る
。
叉
幅

田
博
士

に
よ
れ
ば
、
自
然

法
説

は
肚
會
契
約
説

ε
共

に
、

ロ
ッ
ク

の

の
勢
働
説

の
二
人
前
提

を
な
す

も

の
で
あ

る
。
然
ら
ば

・
ッ
ク
の
所
謂
自
然

法

`
は
加

判
な

る
も

の
を
盲

ふ
か
。

こ
れ
を
簡

軍

に
吉

へ
ば
、
自

然
法
は
「
理
性

の
法
」
コ
騨
芝

。
h
「。舘
o
巳

で
み

る
。
文
革

に

こ
れ
を
『
理
性
』
ご
盲

っ

て
も

よ
い
。
自

然
状
態

に
於
け

る
人
間

を
支

配
す

る
法

で
あ

る
。
而

し
て

一
度
猷

會
契
約

に
よ
り
、
政
治
肚

會

ご

成

法

ご
の
獲

生
を
見

た
る
後

に
於

て
は
、
常

に
成

法

ご
.柑

蜀
立

し
、
且

成
法
改
善

の
規
範

ε
し
て
存

在
す

る
.法

で

あ

る
。
ロ
ッ
ク
日
く
『
国
法
は
自
然
法

に
基
礎

を
置

く
限

噸

に
於

て
の
み
正
賞

で
あ

っ
て
、
自
然

法

に
よ
り
國

法
は

の

統

制

せ
ら

れ
、
解
繹

せ
ら

る

べ
き
も

の
で
あ
る
。
」
へ
間

の
自
己
勢
働
成

果
に
封
ず

る
私
有
椹

は
、

ロ
ッ
ク
に
よ
れ

ば
、

か
く

の
如

き
性
質
を
有
す

る
自
然

法
に
基
く

の

で
あ
る
。

次

に
然
ら
ば
、

ロ
ッ
ク
が
人
間

の
自
己
勢
働
成

果

に
封

ず

る
私
有

催
を
、

一
の
自
然
罹

な
り

ご
主

張

せ
る
理
由

い
つ
く

に
在
b
や
。

軍

に
自
然
注
説

流
行

の

一
片

影

の
み
こ
見

る

べ
き

で
あ
ら
う

か
、
は
た
又

、

そ
こ
に
何
等

か

特
殊

事
由

の
あ

っ
て
然

る
な
り

ご
解
す

べ
き
で
あ
ら
う

か
。
論
者

に
よ
れ
ば
、
元
來

『
ロ
ッ
ク
は

一
ケ
の
純
粋

な

r
る
功

利
主
義
者

で
め

っ
た
。
彼

の

鵠
ωω選

に
於
て
は

、

ロ
ッ
ク
は
熱
心

に

「
本
有
的
費
用
的

原
則
」
の
存
在
を
拒

の

ん
だ
。」
然
る
に
、
ひ
酋
り
私
有
擢
是
認
の
論
按
を
求
む
る
や
、
こ
れ
を
勢
働
成
果
私
有
の
自
然
法
て
ふ
先
験
的
原

則
に
置
い
て
、
耐
曾
奴
用

に
置
か
な
か

4
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
。
こ
れ
を
説
明
す
る
も
の
は
、
蓋
し
、
前
に

述

べ
た
る
、
彼
の
政
治
哲
墨
金
膿
系
の
根
底
を
貫
流
す

る
、
二
大
精
神
の

一
派
る
『
所
有
権
の
紀
勢
」
で
は
あ
る
ま

ll
5,
7)
9)

a30.
Ritcl、艦{。ralR、 、h、,,、.,9,量1繍 澁 蕊 醇 研究三二煩
彰30・P・205,暑57・P・2亘8・{i,壱6・P・

5)曇6,2ユ2.P・193・P・

Rashdall,ThePhilosophicalTheory`♪fproper仁y.

rights,P.40・)

193・

[97・
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奪

い

か

Q
ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば

、
政

治
肚

會
は
耐
會
契
約

に
よ

っ
て
成
り

立

つ
の
で
あ

り
、
政
府

は

】
般

的
承
認

に
よ
ら

な

け
れ
ば
な
ら

沁
。

而
し
て
政

府

一
度
成
り

し
上
は
、
例

く
ば

王
国
に
於

て
は

、
国
王

は
正
賞
な
手
綾

を
経

て
法
律

を

制
定

し
、
命

令
を
獲
す

る
事
が
出

來
陀
。

而

し
て

こ
れ
に
服

従
す

る

の
が
臣

下
π

る
者

の
義

務

で
み

る
。
然

る

に
最
も
専
制

的
な

み
君
主

国

に
於

て
も

行

ふ
こ
ご

の
出

来

諏
事
が

一
つ
あ

っ
だ
。

そ
れ
は
、
人
民

の
明
白

な

る

同
意

が
、
個

人
的

に
か
若
く

は
代
表

に
よ

っ
て
か
、

そ
の

い
つ

れ
か
の
方
法

に
よ
り
與

へ
ら

る

、
に
非

ざ
れ
ば
、

臣

下

の
ボ
ケ

ツ
ト

か
ら
銅

貨

一
枚

ε
難

も

持

ち
去

る

こ
ε
が
出

家

な

い
、

(筈
①
圏
箕
。
ヨ
。
℃
o
壽

「
n雪
コ
自

口
器

期

中
o
萄

磐

団
巳
ρ
コ

9
ξ

H邑
「
δ
o
{
三
。。
で
「
o
℃
①
罫
属

三

盛
o
口
け

筐
。・

o
妄
昌

8

基
o
口
こ

ε

い

ふ

事

で

あ

る

。

か

く

の

如

き

厨

有

権

の

絶

謝

性

を

主

張

す

る

が

た

ぬ

に

は

所

有

灌

が

軍

に

圭

椹

者

に

よ

っ
て

作

ら

れ

た

る

法

律

の

産

物

で

は

な

く

、
そ

は

天

地

の

大

法

た

る

自

然

法

に
基

(

　
の

自

然

権

ε

し

て

、
既

に

政

治

肚

會

以

前

よ

り

存

在

し

、

政

治

肚

會

は

か

、

る
所

有

権

を

安

全

に

保

護

す

る

こ

ε

を

そ

の

重

大

目

的

ご

し

て

居

る

の

で

あ

る

、

ε
主

張

す

る

必

要

が

あ

っ

た

の

で

あ

る

ε

解

し

得

ら

れ

な

い

で

あ

ら

う

か

。

(註
)

ロ
ッ
グ
の
自
疎
螺
…態

に
就

い
て
、

私
ば
本
項

に
於
て
『自
然
状
能
直
な

る
譜
な
屡
用
ひ
た
。
の
み
な
ら
す

こ
の
語

に
、
次

の
第
五
項

に
於
て
取
扱
ふ
問
題
に
關
嚇
し
て
も
出
て
来

る
語

.
で
あ

る
か
ら

、
此
腱

に
・
ッ
〃
の
『
白
映
朕

熊
』
の
概
念

た
明
か
に
し
て
畳
音
た

い
。

自
然
駄
態

に
政
治
状
態

(即
ち
強
制
的
組
織
)
に
封
ず

る
語
で
め
る
が
、
こ
の
自
然
状
態

の
性
質

に
就

い
て
ぱ
.
そ
れ
に
、
現
代
の
人
類
耐
會
か
ら

め

凡
て
の
賢
膿
的
乱胆
會
制
度

益
抜
吾
さ

つ
た
後

に
残

る
ら

の
こ
解
す
る
學
誠

(例

へ
げμ
リ
ツ
チ
ー
)
ぐ」
、
魂以
治
獣肛
會
同
に
歴
巾
偽的

に
先
ん
ず

ろ
癌肱
態

ぐ㌦解
団す

の

み
學
凱砒
〔例

へ
ば

ポ
ー
ナ
ー
)
及

び
、
實
除
計
胆會

が
そ
れ

ご
の

]
敢
為
求
ハし
べ
き
理
想
で

あ
ろ
、
ご
解
す

ろ
攣
説
等
が
あ

み
や
・り
で

め
う
が
、

ロ
ソ

ク

訊

苑

ジ
ョ
ン
・・ロ
ソ
ク
の
私
有
確
論

(
二
・完
)
.

第

十
五
巻

(第
二
號

一
四
九
)

二
九
九

10)
1}
2)

愚133.P.264.

Rit⊂hie,Darwinandliege工,p.夏88.

Don乱r,PhilosophyandPoliticalEcnomy.p.1Sg.
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昌

る
が
如

く

で

あ

ろ
・

そ
れ
で

も
決

し
て
天

国

で
に

な

か

っ
た
。

そ

こ

に
は
幾

多

の
『
不
便

』
が

あ

っ
た

。躍

分

ε
た

め
ら

っ
た
後

、

・
ッ

〃
戦

到

頭

、

ラ

エ

　

エ

自
然
状
轡

集

便
・が
あ
ξ

・・藷

め
馬
』
錦

町

自
然
捺

に
於
け
ろ
各
人
ば
共
通
・
、
行
爲
・
翌

た
ろ
法
鼓

.
で
。
。
。
第
二
に

権
威
あ
ろ
・
皆
人
に
共
通
な
る
裁
剣
即
が
鉄
け
て
居
摂
。
第
三
に
に
力

の
あ
る
刑

の
執
行
者

な
訪

い
て
る
た
61
そ
こ
で
自
然
賦
態

だ
脱
し
て
政
治
状

態

に
入

ろ
必
要
が
あ

っ
「た
謬
で
あ
ろ
。

第
四
。

ぎ
れ
ば
こ
て
、
ロ
ツ
グ
の
自
然
状
態
が
戦
争
状
態
で
な
い
こ
建
も
明
か
で
め
ゐ
。
現
に

ロ
ソ
ク
自
身
匙
、
『
自
然
駅
態

ぞ、
戦
争
状

態

マ、
は

穿

に
し
て
混
同
さ
れ
ゐ
が
・
両
君

の
間
柱

明
白
馨

差
異
が
あ

る
の
で
あ

っ
訴

そ
の
差
に
宛
奉

和
、
善
意
、
相
互
扶
持

巻

保
安

の
状
態

あ

ε
、
怨
恨
、
悪
意

、
暴
力
及
び
相
互
破
壊
の
状
態

ご
が
ち
が
ふ
程
度

に
明
白
で
あ

る
ご
』
言

っ
て
居

る
。
長
谷
川
如
是
閉
氏

に
從
ひ
、
自
然
状
態

に

於
美

園
寛

出
美

園
派

.、
、
地
獄
寛

卑

地
獄
涯

・、
霞

刑
す
う
な
ら
ば
、
我
が

.
ッ
隆

地
獄
涯
屍

す

,
甥

も
む
し
美

國

滋
藤

ユ

す
る
や
う
で
あ
ろ
。

ラ
ウ

マ
ー
も
ロ
ツ

グ
の
自
然
状
態

の
根
抵

に
、
自
然
状
態

へ
の
憧
憬

の
あ
る
こ
こ
々
指
摘
し
て
み

る
。

ロ
ッ

〃
の
自
然
状
態

奄
消
極
的
に
覗
明
す
れ
ば
大
禮
以
上
の
如
く
で
あ
ろ
。

第

五

項

ロ

ッ

ク

の

弊

勧

説

ε

自

然

状

態

ロ

ッ

ク

の

勢

勧

説

に

就

い

て

は

、

彼

の

勢

勧

説

は

彼

に

よ

り

自

然

状

態

に

の

み

適

用

せ

ら

れ

把

、

ε

い

ふ

説

が

あ

る

。

例

へ
ば

り

ッ

チ

ー

の

如

き

は

次

の

や

う

に

言

ふ

。

曰

く

、

日
置
し。

き
①
o
「
ざ

薫
露
∩
7
『
霧
①
切
b
「
o
唱
臼
受

o
昌

す
σ
i

2
戸
...ぎ

葺

ξ

寄

・
:

曇

。
・翼

壁

。h
　
・。
両

リ
三

差

醤

を
合
す

る
が
如

き
説
を
立
て
ら
れ

る
の
が
高

橋
轍
授

で
あ
な
。

曰
く

舞

働

に
基
礎

を
置

け

る

ロ
ッ
ク
の
私
有

権
説
は

、
彼

に
よ
り

て
、

ひ

ε
b
自

の

然

の
状

態

に
の
み
適
用

せ
ら
れ
た
り

。」
こ
れ
馨
學

者

の
説
は

、
は
た
し

て

澗
ッ
ク
の
真
意

を
得

た

る
も

の
で
噂
ら

う

か
。
以
下
私
は

少
し
く

こ
の
黙

を
考

へ
て
見

た

い
ε
思

ふ
。

問
題

に
取
掛

る
に
先
立

ち

=
言
注
意

し
て
置
き
π

い
事

が
あ

る
。
前

項
の
註

に
於

て
説

明
し

て
置

い
た
や
う

に

設

苑

ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
グ
の
私
有
備
論
(二
・完
)

、

第
十
五
巻

(第
二
獣

一
五
一
)

三
〇
一

9)

11)

12)

エ6)

17)

1)

10) 葦123.p.256.

Beer,AHisしoryofBritishSocialism,Vol.1,1919.Pt56・
15)419-p・2W・馨126 ,p.257・11)馨124・p.256.13)125.p.257・
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説

苑

ウ
ヨ
y
・
ロ
ッ
ク
の
私
有
確
論
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
.一続

[
五
二
)

三
〇
ニ

ロ
ッ
ク
の
所

謂
「
自
然
状
態
』
は
、
政
.治
以
前

の
状

態

で
は
な

る
が
、
常

に
必
ず

し
も
政
治
状
態

に
射

し
て
、
歴

史

的

現
實
的

に
先

ん
ず

る
状
態

で
は
な

い
。
從

っ
て

ロ
ッ
ク
の
自
然
状

態
は
、
遠

い
過
去

に
於

て
存
在

し
て
居

た
状

態

で
あ

る
ば

か
り

で
な
く

、
そ
れ
は

又
未
來

に
於

て
も

在
り
得

る
状
態

な
の

で
あ

る
が

(詳

し
く
は
前

項
の
註

を

参
照

せ
ら
れ

た
し

)
今

、

リ
ッ
チ
ー
及

び
高
橋
教
授

が
自

然
状
態

二

言
は
れ

る
の
は
、
思

ふ
に
前

者

の
み
を
指

し

て
居
ら

れ

る
ら
し

い
。
故

に
嚴
密

に
盲

へ
ば

、
雁

皮
的

現
實
的
意
味

に
於
け

る
自
然
状
態

ε
断

っ
て
置

か
な

い
ε

問
題

が
複
雑

に
な

る
。

よ

っ
て
以
下
私

が
自
然
状

態

二

言
ふ
時

、
そ
れ
は
歴
史
的
現
實
的
意
味

に
於

け
る
自
然
状

態

で
あ

る
こ
ε
を

=
　口
注
意

し
て
置

い
て
ゴ

然

る
後
問

題

に
取
掛

る
で
あ
ら

う
。

元
來
、
私
有
権

の
獲
生

起
源

の
問

題

ε
、
そ

の
存
続

基
礎

の
問
題

・し
は
屡
混
同

さ
れ

る
所

で
あ

っ
て
、
我
が

ロ

ッ
ク
に
於

て
も
そ
の
憾
は
も

ざ
よ
b
有

る
。

ボ

ー
ナ

ー
も

一
の
黙
を
指

摘
し

て
次

の
如

く

に
述

べ
て
居

る
。

.『冨

子
8
屠

。{
驍
名
①3
・噛
ヨ
多

凶∩プ
噛
霧

け§
δ巴

9

エ
・げ
σ①臣

ヨ

ド
8
犀
ρ
。。。8
三
曲∩巴
8
コの己
①「鑑
。房

づξ

巴

昌・
研q
「①弩

冨
「r

を
霧

8
雪
H「oユ
げ
}二
言

琶
三
野

oh
9
①
魯
罰
m昌鮎
子
Φ
碧
o
G・ユ
8

。
「
o
ユ
管
コ
芝
閉

⇒
2
・・=
酌
nδ
昌昌
《
象
ω一与
σqρ一当
包

井
。日

子
中
程
-

ゆ

興
印。=
。こ
=賜監
〔曵
[8
も
邑
=
①略
語
「2
ゴ。
.ρ呑

β
⊆①"・け亙

り・
舜
2
田器
艀
≠.一子

チ
。
ρ
診
二
邑
一験
「①昌
8

。算
∩団Φg
コ・

故

に

ロ
ッ
ク
の
説
必
す

し
て
明
確
な

り

ご
は

言

へ
な

い
が
、
彼

の
吉
口
ふ
所
を
撮
摩
す

る

に
、
彼

に
.ε

つ
て
勢
働
は

私
有
罹

の
嚢

虫
起
源

で
み

る
ε
同
時

に
、
そ

の
存

纏
基

礎

で
も
あ

っ
陀

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

自
然
状
態

に
於

て
は
、
勢
働

が
私

有
擢

の
殺
生
起
源

で
あ

っ
た
、
冠

ロ
ッ
ク
が
解
し

て
居
把

こ
ε
ば
確

で
あ

る
。

『
民

政
諭

二
篇
」
第

二
冊
第

五
章

第
四
十
五
節

に
は
、

暮

。
養

ぎ

夢
。
冨
σq
巨

一再

一
撃
話

甲
信

年

時

b
「。℃
窪

ざ

を

ニ
ー冨

「
①
く
㌍

四
弓

8

。

≦
既

号

笛
・・区

8

①
日
豆
β

貫

唱

。
昌

島

㊤
け
藷

切
8

日
目
。
F

ε

あ

り

、

叉

第

五

十

一
節

に

は

、

.
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3)
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ζ

〔=

}μ二
し・
L

[
.デ

<
q
団

。
髪
冠

ε

8

g

・
ぞ
。
、
三

二
6

暮

雪

》孟

崔

。
巳
斤目
樋

ゴ
9
二

筈

。
〔
「

8

監

騨
㎡

勢

;

&

・

p

[三
G

O
h
鷺
○
究

「受

】コ

チ
①

∩
o
ヨ
き
o
口

猷
回雪

嘘

亀

2
㌶
二
「①
■

ε

あ

る

。

こ

の

げ

子

傷

げ
o
σq
ぎ
巳
口
αq

.ε

い
ひ

、

箕

コ
巨

ε

い

ふ

、

い

つ

れ

も

漠

然

た

る

吉

方

で

は

あ

る

が

.

そ

れ

が

自

然

状

態

を

指

す

も

の

な

る

こ

ε

は

窺

は

れ

る

。

の

み

な

ら

す

、

彼

の

私

有

罹

論

の

舞

毫

が

主

己

し

℃

自

然

状

態

に

在

る

こ

ε

は

、

「
民

政

論

二

篇

」
第

二

冊

第

五

章

を

一
讃

し

て

明

か

で

あ

る

。

け

れ

こ

も

こ

れ

を

以

て

直

ち

に

、

ロ

ッ

ク
は

そ

の

勢

勧

説

を

自

然

状

態

の

み

に
適

用

し

て

居

た

ε

説

き

得

な

い

事

勿

論

で

あ

る

。

既

に
自

然

状

態

に

就

て

、

勢

働

は

私

有

罹

の

獲

生

起

源

で

み

っ

た

。

然

ら

ば

政

治

歌

態

に

於

て

は

こ

う

い

ふ

事

に

な

る

め

か

。

ボ

ー

ナ

ー

は

「
民

政

諭

二

篇

」
第

二

冊

第

五

章

節

四

十

五

節

に

於

け

る

ロ

ッ

ク

の

言

葉

、

〉
監

彦

・
讐

葺

。
三

…

『

冒

・。
暮

唱
霧

。
尋

・
ぎ

登

尋

亀
・2

ゴ
・
一g

曇

・
:

「
℃
8
℃
げ

唱

厨

§

劉

三

けゴ
ニ
・Φ
・
遷

。
「
旨
。
コ
①
『

ゴ
乱

ヨ
巴

巴

暮

露

需
鴛
2

曽
塁

匙

巴

。
「
ψ
。
ヨ
Φ

養

三
9

↓才

器
話

「巴

8

コ
口
三

ユ
ユ
①ψ

㎝①
竃

ぽ
匙

昏

Φ

ぎ

Fヨ
肝

D
「
昏

。
一「
詩

[凶只

[
冨
.
一
-

§

歪

餌
旦

げ
二

箋

切
⊃

ゑ
「葺

仲プ
窪

箆

義

嘲
「畠

垂

叶g

多

①
箕

。
℃
Φ三

ω
㎝
。
コ

冨

一・
「謬

δ

ヨ
9

。
;

①
一『
い。
。
【身

曽
コ
匙
・q9

9

。9
'一』

召

〔け
雪

起
品

「ω
。
a
。
コ
「

毘

【一①
=

プ
①
葺

ε

Φ
門
[}・
包

ゴ
∩
プ

『
σ
2

「
p
民

団己

更

q

げ
Φ
㌃

口
・

り

よ

り

推

し

て

、

勺
8

院

「
隠

事

臼

o
ず

「
o
し

「

①
げ

訪
韓

二
尉

げo

冨
σ
2

コ

ジ

昌
o
'<

ユ
器

8

「
毛

・
ご

喜

べ

る

は

、

・

ノ

ク

の
真
意
を
　
が
て
る
も
の
で
あ
ら
　
か
。
自
然
状
態
に
於
て
は
勢
働
説
論
者
た
り
堰

ッ
ク
が
、
政
治
状
態
成

る
の

日
、

一
朝

に
し
て
法
定
説

論
者

に
豹
攣

し
た

の
で
あ

ら
う

か
。

も
し
法
定
説

の
主

張
す

る
が
如

く
所

有
権

の
基
礎

が
成

法

に
み
る
な
ら

ば
、
成
法

は
叉
何

等

の
根
棟

に
も
立

た
ず

し

て
所
有
椹

を
奪

ふ
こ
ご
が
出

來

る
で
あ
ら

う
。

所

有
権

の
総

掛

を
主

張

し
、
所

有
権

の
保
護

を
以

て

政
府

の

一
大
目
的

な
り

ご
す

る

ロ
ッ
ク
に
し

て
、

か
く

の
如

き
法
定
読
を
採

用
し
得

る
も

の
な
ら
ん
や
。

醗

苑
「

ジ
ョ
ン
・
臨
ソ
〃
の
私
有
擁
論
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

一五
三
)

三
〇
三
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哉

苑

ジ
ョ
ン
・ρ
ツ
〃
の
私
有
樒
論
(二
・完
)

第
十
五
巻

(第
二
號

「五
四
)

三
〇
四

,

然
ら
ば

、

ロ
ッ
ク
の
上
凋

の
言
葉

は

こ
れ
を
如

何
に
解
す

べ
き
で
あ

る
か
。
思

ふ

に
、
前

に
引
用
せ

る

ロ
ッ
ク

の
文
章

に
於
け

る
最
後

の
両
三
行

の
意
味
は

、
自

然
状

態

に
於

て
起
源

を
勢

働

に
有
す

る
所

有
権

を
、
歌

治
状
態

に
於

て
は

こ
れ
を
法
律
が
規
定
す

る
、

ε
い
ふ
に
在

る

の

で
は

あ
る
ま

い
か
。
然
ら
ば

、
成
法
は
人
間

の
勢
働

成

果
私
有
を
認

め
ざ

る
を
得

る
か
。
曰

く
認

め
ざ

る
を
得

な

い
、
何
故

に
認
め
ざ

る
を
得
な

い
か
。
日
《
夢
働
成

果

私
有
は

一
の
自

然
法

で
あ

っ
て
、
而
し
て
成

法
は
前

項

に
説
明
す

る
が
如

く
、
自
然

法
に
基
礎

を
置
く
限

り

に
於

て
の
み
正
當
な

る
が
故

で
あ

る
。
政

治
欺
態

に
於

て
個
人

の
私
有
椹

が
嚴
ε

し
て
有
在

し
、
而

し
て
治
者

ざ
難

も

者

人

の
同
意

な
く

し
て
は

、
寸
毫

も

そ
の
私
有
糎

を
侵

し
難

き
酬

以
の
も
の
は
他
な

し
、
各

人

の
私
有
耀

が
既

に

早

く
自
然
熟
懇

に
於

て
、
勢
働
成
果

私
有

の
自
然

法
に
基

き
て
獲
得

さ
れ
し

が
故

で
あ

る
。

も

ε
よ
り
成
物

の
私

有
擢
を
自

己

の
勢

働

に
よ
り
て
得

た

お
個

人
ε
、

そ
の
物

の
現
在

の
所
有
者

オ
が
別
箇

の
人
格

者
な

る
に
於

て
、

・
ッ
ク
の
説

は
幾

多

の
疑
義

弱
黙
を
撚
露
す

る
諜

で

あ
る
が
、

そ
れ
は
今
私

の
問
禮

ざ
す

る
所

で
な

い
。

要

之
、

ロ
ッ
〃
'
の
私
有

権
論
は
自
然
歌
態

に
於

け

る
私
有
権

の
獲

生
起
源

を
説

く
ε
同

時

に
、
敏
治
歌
態

に
於

け

る
そ

の
存
続

基
礎
を
も

明

か
に
し
た

る
が
如

く
で
あ

る
。
故

に
、

η
ツ
ク
の
弊
勧
誘

は

ロ
ソ
ク
に
よ
b
、
自
然

状
態

の
.み

に
適

用

せ
ら

れ
た
り

ビ
す

る
説

は
、
狭

き

に
失

せ
ざ

る
や

を
思

ふ
も

の
で
あ

る
。

覧

く


